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◇
議
員
の
寄
付
禁
止

◇
議
員
へ
の
寄
付
勧
誘
・

要
求
の
禁
止

　

議
員
が
市
民
に
対
し
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
議
員
に
対

し
寄
付
を
求
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「「ああややせせ市市議議会会だだよよりり」」はは、、直直接接おお届届けけししてていいまますす
　あやせ市議会だよりは、市シルバー人材センターの会員が配布し
ています。
　お手元に届かない場合は、同センター（1７０－３０８８）へご連絡く
ださい。

次号は、平成２９年８月１５日発行です。

●
本
市
の
教
育
課
題
に
つ
い
て

　

Ｑ　

入
学
準
備
金
は
制
服
な
ど

の
購
入
時
期
に
合
わ
せ
前
倒
し
で

支
給
し
な
い
か
。

　

Ａ　

課
題
で
あ
っ
た
、
本
市
か

ら
転
出
し
た
世
帯
へ
の
重
複
支
給

の
問
題
な
ど
が
整
理
で
き
た
た 

め
、
平
成　

年
１
月
の
支
給
に
向

３０

け
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

●
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
動
物
園
に
つ
い
て

　

Ｑ　

市
で
計
画
し
て
い
る
地
域

振
興
施
設
や
大
規
模
公
園
に
付
属

し
て
作
れ
な
い
か
。ま
た
、小
動
物

に
絞
っ
た
規
模
の
小
さ
い
ふ
れ
あ 

い
コ
ー
ナ
ー
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

地
域
振
興
施
設
は
後
背
地

に
畜
産
振
興
施
設
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
た
め
、
防
疫
な
ど
の
問

題
が
あ
る
。
一
方
、
大
規
模
公
園

へ
の
設
置
も
維
持
管
理
費
な
ど
を

考
慮
す
る
と
難
し
い
。ま
た
、小
規

模
施
設
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

●
比
留
川
、
蓼
川
の
水
害
対
策
に

つ
い
て

　

Ｑ　

比
留
川
遊
水
地
と
厚
木
基

地
内
に
あ
る
２
つ
の
調
整
池
の
整

備
状
況
は
。

　

Ａ　

比
留
川
遊
水
地
は
、
平
成

　

年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
事
業

２９を
進
め
て
い
る
。
国
の
事
業
で
あ

る
基
地
内
調
整
池
は
、
１
つ
が
完

成
し
、も
う
１
つ
は
、調
査
な
ど
を

実
施
し
て
お
り
、
早
期
整
備
に
向

け
努
力
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

Ｑ　

並
塚
笹
山
線
道
路
工
事
に

伴
う
道
路
排
水
工
事
の
内
容
は
。

　

Ａ　

道
路
排
水
は
道
路
両
脇
の

排
水
溝
か
ら
、
埋
設
し
て
い
る
雨

水
管
な
ど
に
接
続
し
、
蓼
川
と
引

地
川
に
放
流
し
て
い
く
。

●
今
後
の
綾
瀬
と
市
長
の
「
５
つ

の
政
策
」
に
つ
い
て

　

Ｑ　

（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
伴
う

渋
滞
解
消
の
取
り
組
み
は
。

　

Ａ　

市
総
合
都
市
交
通
計
画
に

基
づ
き
、
県
道
を
含
め
た
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
主
要

道
路
の
交
差
点
改
良
を
推
進
し
、

交
通
の
円
滑
化
を
図
る
。

　

Ｑ　

工
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
現

状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

Ａ　

登
録
企
業
数
は
１
３
５
社

あ
り
、
相
談
件
数　

件
の
う
ち
、

９１

８
件
が
成
約
し
て
い
る
。
今
後
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
の
改
修
や
登
録
デ
ー
タ

の
精
緻
化
な
ど
を
図
っ
て
い
く
。

　

Ｑ　

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り

組
み
は
。

　

Ａ　

国
や
関
係
機
関
と
連
携
し

市
内
中
小
企
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用

の
推
進
と
併
せ
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活

用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
業

な
ど
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

農
業
６
次
産
業
化
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

Ａ　

現
在
、
市
内
で
は
４
事
業

者
が
６
次
産
業
に
参
入
し
て
お 

り
、
今
後
は
、
事
業
展
開
し
て
い

る
事
業
者
の
意
見
や
成
功
事
例
な

ど
を
研
究
し
、
新
規
参
入
希
望
者

の
発
掘
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

Ｑ　

市
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
ど
う

進
め
て
い
く
か
。

　

Ａ　

平
成　

年
度
か
ら
シ
テ
ィ

２９

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
指
針
の
策
定
に

着
手
し
、
市
民
な
ど
を
加
え
た
協

議
会
の
中
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

組
み
立
て
た
い
。

●
市
内
産
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化

に
向
け
て

　

Ｑ　

今
後
、
人
工
知
能
や
ロ
ボ

ッ
ト
の
発
展
が
、
市
の
工
業
に
ど

う
影
響
す
る
と
考
え
て
い
る
か
。

　

Ａ　

市
の
製
造
業
の
特
徴
や
企

業
規
模
か
ら
考
え
る
と
、
影
響
は

少
な
い
が
、
少
子
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
た
今
、
労
働
力
の
確
保
と

生
産
性
向
上
の
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
を
検
討
す
る
企
業
も
あ
る
。

　

Ｑ　

も
の
づ
く
り
補
助
金
制
度

を
、
市
内
企
業
に
ど
う
周
知
し
て

い
く
の
か
。

　

Ａ　

現
在
、
市
の
広
報
紙
な
ど

へ
の
掲
載
や
、
協
定
金
融
機
関
を

通
じ
て
周
知
し
て
い
る
。
今
後
も

多
く
の
企
業
が
活
用
で
き
る
よ
う

情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

市
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る

農
業
を
支
援
す
る
た
め
、
ど
の
よ

う
な
施
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　

Ａ　

平
成　

年
度
は
販
売
促
進

２８

Ｐ
Ｒ
活
動
の
支
援
や
、
新
規
就
農

者
確
保
を
図
る
た
め
の
給
付
金
を

創
設
し
た
。　

年
度
も
引
き
続
き

２９

地
域
振
興
施
設
の
整
備
促
進
や
催

芽
機
の
導
入
を
支
援
し
て
い
く
。

●
空
き
家
の
対
策
と
利
活
用
に
つ

い
て

　

Ｑ　

市
内
の
空
き
家
対
策
と
利

活
用
方
法
は
。

　

Ａ　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
協
議

会
を
設
立
し
、対
策
を
総
合
的
、計

画
的
に
実
施
す
る
計
画
を
策
定
す

る
。
不
動
産
関
係
の
方
々
と
の
連

携
に
よ
る
、
空
き
家
所
有
者
を
対

象
と
し
た
相
談
会
な
ど
を
開
催 

し
、
利
活
用
促
進
を
図
り
た
い
。

子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
つ
く 

る
た
め
相
談
窓
口
の
一
元
化
を

志
政
あ
や
せ 

齊
藤　

慶
吾

●
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
子
育
て
支
援
事
業

の
窓
口
を
一
元
化
し
な
い
か
。

　

Ａ　

子
育
て
支
援
課
を
は
じ
め

と
す
る
関
連
課
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
や
、
子
ど

も
の
成
長
段
階
に
応
じ
た
適
切
な

対
応
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
専
門

的
知
識
や
関
係
機
関
と
の
連
携
が

不
可
欠
と
な
る
た
め
難
し
い
。

　

Ｑ　

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を

集
約
し
、
発
信
す
る
子
育
て
支
援

サ
イ
ト
を
作
成
し
な
い
か
。

　

Ａ　

現
在
運
用
中
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
運
用

方
法
の
見
直
し
、
子
育
て
支
援
に

特
化
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開

設
し
た
場
合
の
費
用
対
効
果
な
ど

を
検
証
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

●
（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て

　

Ｑ　

寺
尾
釜
田
地
区
の
市
道
６

３
５
号
線
整
備
後
の
交
通
量
な
ど

に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

　

Ａ　

整
備
後
の
、
平
成　

年
度

２７

に
行
っ
た
調
査
で
は
、
市
道
３
０

４
号
線
を
境
に
、西
側
で
約
２
割
、

東
側
で
約
３
割
減
少
し
、
車
両
速

度
も
全
体
的
に
低
下
し
て
い
る
。

３月９日、市役所屋上からダイヤモンド 
富士が見えました

　

Ｑ　

寺
尾
釜
田
地
区
の
整
備
結

果
を
踏
ま
え
、
寺
尾
西
、
小
園
早

川
地
区
の
整
備
へ
、
ど
う
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
の
か
。

　

Ａ　

各
地
区
で
策
定
し
た
整
備

計
画
書
を
基
に
工
事
を
実
施
し
て

い
く
が
、
最
終
的
に
は
実
際
に
生

活
し
て
い
る
方
の
意
見
や
現
場
の

状
況
も
確
認
し
な
が
ら
適
切
な
交

通
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

●
厚
木
基
地
を
取
り
巻
く
危
険
な

オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
に
つ
い
て

　

Ｑ　

平
成　

年　

月
に
オ
ス
プ

２８

１２

レ
イ
が
空
中
給
油
中
の
事
故
で
墜

落
し
、さ
ら
に
、同
日
に
一
機
が
不

時
着
水
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
。

危
険
な
航
空
機
で
あ
る
オ
ス
プ
レ

イ
を
市
は
ど
う
認
識
し
て
い
る 

か
。
ま
た
、
国
か
ら
沖
縄
県
で
の

事
故
報
告
の
説
明
は
あ
っ
た
か
。

　

Ａ　

沖
縄
県
で
の
事
故
に
よ
り

市
民
の
不
安
が
強
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
厚
木
基
地

へ
飛
来
し
な
い
よ
う
要
請
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
国
は
米
国
に
対

し
、
事
故
報
告
書
の
提
供
を
要
請

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

●
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
廃
棄
家
電

の
大
量
保
管
の
危
険
性
に
つ
い
て

　

Ｑ　

吉
岡
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
置
場

で
は
、
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
が

高
く
積
み
上
が
っ
て
お
り
、以
前
、

児
童
養
護
施
設
側
に
崩
落
事
故
も

発
生
し
て
い
る
が
、市
の
対
応
は
。

　

Ａ　

事
故
の
未
然
防
止
が
重
要

と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
法
的
規

制
が
な
い
中
で
、県
と
共
同
で
、集
積 

方
法
な
ど
の
改
善
に
向
け
事
業
者

に
対
し
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｑ　

不
適
切
な
保
管
に
よ
る
崩

４月１日に神崎遺跡公園が一部開園 
しました

壊
事
故
を
防
止
す
る
条
例
な
ど
の

規
制
強
化
に
つ
い
て
、
国
や
県
と

の
こ
れ
ま
で
の
協
議
状
況
は
。

　

Ａ　

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
な
ど
の

保
管
の
問
題
は
、
市
単
独
の
規
制

を
行
う
よ
り
、
法
律
や
県
条
例
に

よ
る
広
域
的
な
規
制
が
効
果
的
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
国
や
県
の

動
向
を
注
視
し
、
規
制
の
早
期
実

現
に
向
け
対
応
を
求
め
て
い
く
。

制
服
購
入
時
期
に
間
に
合
う 

入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
を

志
政
あ
や
せ 

古
市　
　

正

今
後
の
綾
瀬
と
市
長
の 

５
つ
の
政
策
に
つ
い
て

公
明
党 

松
澤　

堅
二

市
内
産
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化 

に
向
け
た
取
り
組
み
は

志
政
あ
や
せ 

金
江　

大
志

沖
縄
県
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
の 

事
故
に
対
す
る
市
の
認
識
は

日
本
共
産
党 

松
本　

春
男

公
職
選
挙
法
に
よ
る

禁
止
行
為


